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白球を追って絆をよ

灼
熱
の
太
陽
の
下
熱
球
に
か
け
る

山
寺
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

岩
田
義
療
監
督
の
指
示
を
受
け
た
選
手

達
が
守
備
に
散
る
。
「皆
ん
な
元
気
を
出
し

て
」
「声
が
小
さ
い
ぞ
」
応
援
席
の
お
母
さ

ん
達
の
檄
が
飛
ぶ
…
…
。

真
夏
の
太
陽
が

容
赦
な
く
降
り
注
ぐ
中
、

フ
ツ
ト
ワ
ー
ク

も
良
く
守
備
を
終
え
た
選
手
達
は

一
目
散

に
監
督
の
所

へ
と
駆
け
て
き
て
円
陣
を
組

み
、

指
示
を
受
け
る
瞳
に
輝
き
が
見
え
る
。

さ
あ
′
攻
撃
だ
〃
監
督
の
サ
イ
ン
を
覗
き

込
み
な
が
ら
打
席
に
入
る
。

打

っ
た
／
走

れ
走
れ
〃
お
父
さ
ん
達
は
立
ち
上

っ
て
走

塁
を
促
す
。

走
る
／
走
る
〃
ヘ
ッ
ド
ス
ラ
イ

デ
イ
ン
グ
／
セ
ー
フ
〃
塁
審
の
腕
は
水
平

に
開
か
れ
た
。

拍
手
／
拍
手
〃

礼
儀
正
し
く
生
き
生
き
と

父

母

の
声

日
常
の
生
活
が
生
き
生
き
と
し
て
礼
儀

正
し
く
な

っ
た
。

低
学
年
と
高
学
年
の
絆

が
出
来
て
仲
間
意
識
が
培
わ
れ
た
。

心
身

一■
一
　
共
に
鍛
え
ら
れ
入
回
し
て
良
か

っ
た
と
大

変
喜
ん
で
い
る
。

い
じ
め
が
大
き
く
問
題

視
さ
れ
て
い
る
今
日
、

こ
の
よ
う
に
活
躍

し
て
い
る
団
員
達
を
見
て
い
る
と
、

ど
う

し
て
起
こ
る
の
か
理
解
出
来
な
い
。

現
在

十
九
名
の
団
員
が
い
る
が
、

大
規
模
校
の

，
　
　
生
徒
に
お
く
す
る
事
な
く
、

伸
び
伸
び
と

成
長
し
て
ほ
し
い
。

秋
か
ら
六
年
生
が
抜
け
る
が
、

皆
ん
な

野
球
が
好
き
だ
か
ら
練
習
に
も
、

試
合
に

も
力
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
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運が良ければかもしかやお猿さんに出会える

, す
0

ン
~ン
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′
ヽ
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a    →

観首まで0。9km

泉
光
自
然
歩
道

平
成
八
年
度
開
設

別
名

「新

・
奥
の
細
道
」
は
福
島
県
白

河
を
起
点
と
し
、

宮
城

・
岩
手

・
青
森

・

秋
田

・
山
形
と
東
北
を

一
周
す
る
遊
歩
道

で
４５
の
コ
ー
ス
に
な

っ
て
い
る
。

山
形
県
に
は

一
周
ル
ー
ト
、

米
沢
北
ル

ー
ト
、

月
山
ル
ー
ト
、

鼠
ケ
関
ル
ー
ト
等

が
あ
る
が
、

山
寺
天
台
の
道
は

一
月
ル
ー

ト
の
１６
番
で
あ
る
。

山
寺
の
道
は

一
周
約
５
ｋｍ
、

歩
い
て
ほ

ぼ
３
時
間
。

宝
珠
山
と
は
ま
た

一
風
趣
が

変
わ

っ
て
、

新
旧
の
名
所
を
含
め
、

細
い

山
道
を
辿

っ
た
り
し
な
が
ら
、　

一
日
を
有

意
義
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
。

●垂水不動尊

車韓韓1馬形

●室珠橋公園

媛各纂週押一一ザ一減”十市！腋店！卦車」！
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あざやかな緑にむかい一呼吸  中 1 後 藤智亜紀

山寺

畿 |

0.9km

0 0

関係するパンフレットは観光案内所等にあります。

宝珠

賤
ヽ

声 ―― ‐‐ _ _ 0 _ _

●日本こけし神社



登校創立50周年
洋校創立123周年

木村 康 工 小 中学校長

凸
寺

小
中
学

校
教
育

目
標

郷
土
凸
寺
に
誇
り
を
持
ち
、

未
来
に
向

か

っ
て
た
く
ま
し
く
生
き
よ
う
と
す
る
、

だ
豊
か
な
活
力
あ
る
生
徒
を
有
成
す
る
。

〔小
　
学

校
〕

造
豊
か
で
、

思
い
や
り
の
あ
る
子
ど
も

よ
く
考
え
、

自
ら
学
ぶ
子
ど
も

健
康
で
、

た
く
ま
し

い
子
ど
も

力
を
合
わ
せ
て
、

が
ん
ば
る
子
ど
も

郷
上
を
愛
し
、

誇
り
を
持

つ
子
ど
も

〔中
　
学

校
〕

友
　
愛

創
　
造

自
　
立

勤
　
労

郷
土
愛

●

運

動

会

●

文
化
祭

・
石
切
踊
り
練
習

五 四 ニ ニ ー 五 四 ニ ニ ー

同
圏
囲

浪
題
　
仏
像
に
魅
せ
ら
れ
て

講
師
　
山
田
　
文
雄
師

（芦
沢
出
身
）

師
は
山
寺
中
学
校
昭
和
三
十
二
年
卒
業
、

山
形
で
基
本
の
修
業
を
終
え
、

そ
の
後
京

都
で
こ
の
道
を
極
め
た
。

仏
壇
、

厨
子
、

須
弥
壇
、

仏
像
台
座
、

仏
具
制
作
の
第

一

人
者
で
あ
る
。

京
都
仏
壇
伝
統
工
芸
士
、

特
に
春
日
厨
子
で
は
日
本
中
右
に
出
る
者

は
い
な
い
。

昭
和
天
皇
の
御
位
牌
は
師
の

製
作
に
な
る
。

記

念

協

賛

事

業

一
、

液
晶
デ
ー
タ
ビ
ジ

ヨ
ン
設
備

一
式

ビ
デ
オ
プ

ロ
ジ

エ
ク
タ
ー

ニ
、

校
章
に
ち
な
み
栗
の
木
記
念
植
樹

三
、

５０
周
年
記
念
誌
発
刊
助
成

遠藤 障 一 同 窓会長
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われ5が 学じ書
小学校 生 徒数 101名、中学校 54名 (平成9年4月)

山寺中学 君
山寺小学 我

●
中
学
校
５０
年
の
歩
み

昭
２２
・
５
ｏ
３
　
東
村
山
郡
山
寺
村
立
出
寺

中
学
校
創
立
（山
寺
小
学
校
校
舎
借
用
）

昭
２３
・
９
ｏ３
　
中
地
蔵
校
舎
落
成

・
中
学

校
と
し
て
独
立
校
舎
に
移
転

昭
２７
・
５
・
３
　
校
章
制
定

（栗
の
実
を
デ

ザ
イ
ン
化
・五
周
年
記
念
）

昭
３３
～
３４
　
校
旗
・校
歌
制
定
（十
周
年
記
念
）

昭
４８
・８
　
野
球
バ
ッ
ク
ネ

ッ
ト
完
成
公
一

十
周
年
記
念
）

昭
４４
・・ｌ

Ｊ
Ｒ
Ｃ
全
目
少
年
赤
十
宇
）
加
入

昭
６０
。
７
　

福
祉
教
育
の
実
践
成
果
に
よ

り
学
校
と
し
て
霊
由行
者
」
表
彰
受
賞

昭
６．
．１０
．
９
　
街
の
美
化
運
動
実
践
に
よ

り
感
謝
状
を
受
け
る

昭
６２
・４
・４
　
山
寺
小
学
校
と
中
学
校
と

の
併
設
校
と
し
て
新
築
開
校
（芦
沢
地
区
）

平
１
・
５
ｏｌ９
　
青
少
年
赤
十
字
二
十
年
加

盟
校
銀
色
有
功
賞
表
彰

平
３
・５
ｏ２．
　
主円
少
年
赤
十
字
金
色
有
功

賞
並
び
に
赤
色
旗
用
リ
ボ
ン
表
彰

平
４
・６
　
日
本
善
行
会
善
行
賞
受
賞

平
４
・８
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
合
唱

コ
ン
ク
ー
ル
特

別
賞
受
賞

平
４
・１０
　
国
体
矩
火
リ
レ
ー
出
発
式
典

出
演
並
び
に
リ
レ
ー
出
場

平
５
・６
・４
　
森
林
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ヨ
ン

協
会
美
化
活
動
全
国
表
彰

平
８
ｏ２
・・９
　
水
生
生
物
水
質
調
査
県
知

事
表
彰

平
９
・１０
ｏｌ８
　
山
寺
中
学
校
五
十
周
年
記

念
式
典
・記
念
行
事
挙
行
・記
念
講
演

く

記
念
植
樹

（
栗
の
木
）

●
学
校
の
特
色

山
寺
小
中
学
校
は
同

一
地
区
の
子
ど
も

が
義
務
教
育
九
年
の

一
貫
教
育
が
で
き
る

学
校
で
あ
り
、

ま
た
そ
れ
を
実
践
し
て
い

る
山
形
市
内
で
は
珍
し
い
学
校
で
あ
る
。

小
中
合
同
学
習
の
場
と
し
て
、

全
校
合

唱

（山
形
市
合
唱
祭
に
参
加
）
運
動
会
、

全
校
俳
句
教
室
そ
の
他
が
あ
り
、

ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
実
績
を
ふ
ま
え
中
体
連
で
の

活
躍
も
目
ざ
ま
し
い
。

ま
た
、

郷
土
学
習

（自
然

・
文
化

・
美

化
）
に
よ
り
種
々
の
表
彰
を
受
け
て
お
り
、

芭
蕉
の
奥
の
細
道
山
寺
の

一
節
は
全
員
暗

唱
が
で
き
、

俳
句
で
も
大
会
の
あ
る
た
び

受
賞
者
が
多
い
。
Ｊ
Ｒ
Ｃ

（青
少
年
赤
十

字
）
活
動
も
出
色
の
も
の
で
あ
る
。

旧校舎 山 寺中学校落成(昭和23年)

現校舎 山 寺中学校(昭和62年)
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山寺地区に90歳以上の方は21名

第
十
回
全
国
健
康
福
祉
祭
山
形
大
会
の

シ
ン
ボ
ル
と
な
る
短
火
―
―
こ
の
火
が
千

年
不
滅
の
法
灯
か
ら
採
火
さ
れ
た
。

九
月

十
七
日
、

根
本
中
堂
で
は
山
寺
民
俗
芸
能

保
存
会
員
に
よ
る
盤
司
太
鼓
の
披
露
の
後
、

清
原
正
田
副
住
職
か
ら
大
会
実
行
委
員

ヘ

矩
火
が
引
き
継
が
れ
た
。

二
十
日
の
開
会
式
に
は
立
石
寺
か
ら
の

矩
火
で
あ
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
、

競
技
後
、

お
山
の
案
内
は

「き
ざ
は
し
会
」
会
員
で
、

い
も
煮
の
接
待
は
山
寺
観
光
協
会
で
受
け

持
ち
、

三
千
人
近
く
来
訪
者
が
あ

っ
た
。

ねんりんピック姫火

手づくリゲートボーロ,レ」易 9年8月

下
水
道
工
事
中

∩
原
〕

水
野
禎
三
郎
氏
歌
碑
建
立
　
９
年
９
月

ひ
と
怒
を
埋
め
し
紅
者

の
い
ろ
た
み

白
っ
験
か
け
て
片
時
的
未
ぬ

表
彰

・
受
賞

ｏ
国
土
緑
化
推
進
機
構
会
長
賞

全
国
植
樹
祭
の
席
上

（全
国
で
三
名
）

武
田
清
四
郎
氏

（所
部
）

ｏ
納
税
貯
蓄
連
合
会
長
賞

国
民
年
金
推
進
協
議
会
功
労
賞

布
施
　
正
善
氏

（宮
崎
）

ｏ
山
形
市
衛
生
組
合
連
合
会
長
賞

清
掃
事
業
功
労
者
賞

川
辺
　
治
郎
氏

（芦
沢
）

ｏ
老
人
ク
ラ
ブ
役
員
功
労
者
賞

後
藤
　
理
吉
氏

（千
手
院
）

ｏ
ス
ポ
少
指
導
者
功
労
賞
表
彰

今
日
精

一
氏
（馬
形
）
、岩

田
義
廣
氏
（馬
形
）

後
藤
ゆ
み
子
氏
全
炉
沢
）

ｏ
統
計
調
査
員
表
彰

遠
藤
　
貞
雄
氏

（馬
形
）
　

四
十
年
勤
続

遠
藤
弥
右

ェ
門
氏

（南
院
）
三
十
年
勤
続

後
藤
　
哲
夫
氏

（千
手
院
）
二
十
年
勤
続

山
田
　
勘

一
氏

（芦
沢
）

退
　
職

ｏ
毎
日
書
道
展
入
選

後
藤
明
智
氏
∩
原
し

、武
田
秀
誠
氏
盆
蔵
喜

武
田
玉
華
氏
盆
蔵
堂
）
、伊

澤
双
楓
氏
（芦
沢
）

伊
澤
玉
津
氏
墾
戸
沢
）

ｏ
山
形
新
聞
文
芸
年
間
賞
（俳
句
）
地
賞

原
田
　
博
子
氏

（芦
沢
）

●
全
国
俳
句
山
寺
大
会
四
十
回
を
重
ね
る

山
寺
文
化
保
存
会
主
催

（矢
萩
常
善
会

長
）
の
俳
句
大
会
は
平
成
九
年
で
四
十
回

目
を
迎
え
た
。

芭
蕉
記
念
館
を
会
場
に
し
、

二
百
名
近
く
の
参
加
者
で
賑
わ

っ
た
。

駐在所移転新築 9年3月

中地蔵道路拡幅 9年3月
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均
キ
の
文
化
財
②

工
観
苦
善
薩
主
像

中
性
院
に
伝
わ
る
正
観
音
菩
薩
像
は
、

一
山
の
中
で
も
最
も
古
く
、

仏
教
美
術

か
ら
見
て
も
極
め
て
価
値
あ
る
逸
品
。

御
像
の
高
さ
２９

ｃｍ
、

鋳
造
金
銅
仏
で

火
災
に
通

っ
た
形
跡
が
あ
る
。

上
野
の

国
立
博
物
館
に
展
示
さ
れ
た
時
の
鑑
定

（昭
和
６２
年
）
か
ら
推
定
す
れ
ば
、

体

型
の
ほ
っ
そ
り
し
た
優
雅
さ
な
ど
は
推

古
仏
を
偲
ば
せ
る
が
、

天
平
時
代

（聖

武
帝
７４０
年
代
）
の
製
作
で
あ
ろ
う
と
の

事
。慈

覚
大
師
の
御
誕
生
は
平
安
京
遷
都

の
年
で
あ
る
か
ら
、

大
師
が
直
接
山
寺

に
勧
請
な
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
、

夢
ふ
く
ら
む
御
像
で
あ
る
。

め
の
グ
麹
砥

所

郡

そ
の
昔
、

立
石
寺
開
山
の
頃
は
、

山
王

院
村
と
言
わ
れ
た
が
、

所
部
と
い
う
集
落

名
に
な

っ
た
の
は
何
時
の
頃
か
不
明
で
あ

る
。

戸
数
は
戦
後
の

一
時
期
、

六
十
八
戸

を
数
え
た
が
、

現
在
は
五
十
八
戸
と
な
り

過
疎
化
が
進
ん
で
い
る
。

集
落
内
に
は
、

弁
財
天
、

大
師
堂
、

山

の
神
等
の
社
が
あ
り
、

石
碑
は
十
八
夜
塔
、

巳
待
塔
、

道
祖
神
、

湯
殿
山
等
十
数
基
が

あ

っ
て
、

歴
史
の
深
さ
が
偲
ば
れ
る
。

悲
願
で
あ

っ
た
、

所
部
橋
か
ら
南
院
に

通
じ
る
迂
回
路
も
、

近
い
う
ち
に
は
完
成

の
見
通
し
で
交
通
事
情
は

一
変
す
る
。

ま
た
、

ガ
ッ
ト
農
業
合
意
に
基
ず
く
国

内
対
策
と
し
て
の
、

中
山
間
地
域
総
合
整

備
事
業
に
よ
る
、

集
落
裏
の
農
道
整
備
事

業

（延
長
九
百
四
十
米
）
の
採
択
が
決
ま

り
、

既
存
農
道
の
拡
幅
と
直
線
化
が
図
ら

れ
る
事
に
な

っ
た
が
、

関
係
者

一
丸
と
な

つ
て
そ
の
実
現
を
期
し
て
い
る
。

武田義太郎さん(77歳)

あさ江さん(76歳)ご夫妻

相日 英 順さん(36歳)

美穂さん(32歳)ご夫妻

いあ
め
で
レを
つ
ね枚ンンが

武居
づ譲

）金
婚
され
新
婚
され
相景
朕
瞭

昨
年
十
月
、

ば
ぁ
さ
ん
の
弟
夫
婦
、

私

の
弟
夫
婦
そ
れ
に
家
族
全
員
総
勢
二
十

一

人
が
、

東
根
温
泉
あ
づ
ま
荘
に
集
ま

っ
て

賑
や
か
に
楽
し
く
私
達
の
金
婚
を
祝

っ
て

下
さ

っ
た
の
に
は
大
感
激
、

心
か
ら
幸
せ

を
感
じ
ま
し
た
。

　
　
　

（義
太
郎
さ
ん
）

里

（荒
谷
）
か
ら
山
手
に
来
て
、

慣
れ

な
い
環
境
の
た
め
苦
し
く
て
挫
折
し
そ
う

に
な

っ
た
時
も
あ

っ
た
が
、

良
い
嫁
が
来

て
良
い
孫
に
恵
ま
れ
苦
し
い
事
は
忘
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　
　
　
（あ
さ
江
さ
ん
）

金
婚
祝
当
日
、

最
上
川
舟
下
り
と
戸
沢

の
高
一麗
館
見
物
を
楽
し
ん
だ
由
。

祈
長
寿
。

（ほ
か
に
十

一
組
の
金
婚
さ
ん
が
お
り
ま
す
）

昨
年
十
二
月
、

紹
介
に
よ
り
約

一
年
間

の
交
際
を
経
て
結
婚
し
ま
し
た
。

美
穂
さ

ん
は
い
つ
も
笑
顔
で
明
る
く
や
さ
し
い
人

で
す
。

お
互
い
老
い
て
も
手
を
つ
な
い
で

歩
ん
で
い
け
る
夫
婦
で
あ
り
た
い
で
す
。

（英
順
さ
ん
）

英
順
さ
ん
は
、

大
変
心
が
広
く
忍
耐
強

い
方
で
頼
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。

二
人
で

力
を
合
わ
せ
て
明
る
い
家
庭
を
築
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

子
供
は
三
人
は
欲
し
い

な
ぁ
。　

　
　
　
　
　
　
　
（美
穂
さ
ん
）

お
二
人
の
幸
せ
と
健
康
を
心
よ
り
お
祈

り
し
、

ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

（ほ
か
に
三
組
の
新
婚
さ
ん
が
お
り
ま
す
）
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善
寿
を
す
ぎ
て
も
現
役

式

口
清

四
部
さ
ん

武
田
さ
ん
は
、

国
土
緑
化
功
労
者
と
し

て
、

昨
年
五
月
十
八
日
、

宮
城
県
白
石
市

で
開
催
さ
れ
た
全
国
植
樹
祭
に
お
い
て
、

全
国
で
二
人
の
う
ち
の

一
人
と
し
て
国
土

緑
化
推
進
機
構
会
長

（会
長
　
衆
議
院
議

長
）
か
ら
栄
え
あ
る
表
彰
を
受
け
た
。

大
正
九
年
二
月
生
で
七
十
八
歳
、

三
十

代
か
ら
山
関
係
の
多
く
の
役
職
に
就
き
、

そ
の
道

一
筋
、

今
で
も
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
、

し
か
も
現
役
で
山
に
入
り
山
刀
を
使
い
鎌

を
振

っ
て
緑
を
守
る
。

積
極
的
に
海
外
に
も
目
を
向
け
、

既
に

中
国
、

香
港
、

ハ
ワ
イ
、

バ
ン
コ
ク
等
の

旅
を
し
て
お
り
、

台
湾
、

カ
ナ
グ
の
林
業

事
情
の
視
察
も
し
て
い
る
。

気
力
体
力
共

に
青
年
の
よ
う
な
パ
ワ
ー
に
脱
帽
―
―
。

平
成
九
年
中
の
物
故
者

謹
ん
で
お
悔
み

申
し
上
げ
ま
す

千
手
院

武
田
　
ヤ
　
　
　

後
藤
　
幸
子
殿

後
藤
善
噺

代
殿
　
富
樫
あ
き
子
殿

一郎
殿

所
　
部

増
子
　
株
　
　
　

増
子
　
春
子
殿

！市
殿
　
増
子
千
代
野
殿

川
原
町

上
野
　
≡島
次
殿

今
井
　
金
蔵
殿
　
布
施
ウ
メ
フ
殿

相
日
　
満
子
殿

南
　
院

遠
藤
　
　
毅
殿

武
田
　
忠
二
殿

士戸
　
沢

後
藤
　
勝
奥
殿

山
田
文
次
郎
殿
　
丸
山
と
み
子
殿

宮
　
崎

布
施
サ
タ
ノ
殿

布
施
　
良

一
殿
　
布
施
　
文
夫
殿

地
蔵
堂

伊
澤
俊
次
郎
殿

原
田

生
涯
、

靴
弐
殿
　
成
山
　
八
郎
殿

一区
の
た
め
お
働
き
下
さ

り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

川
原
町

滝

日
　
正
之
氏
長
女

士戸
　
沢

滝

日
　
真

一
氏
長
男

原
田
　
正
義
氏
長
女

柏
倉
　
公

一
氏
長
男

子
ど
も
は
国
の
宝
と
い

か
な
成
長
を
祈
り
ま
す
。

美
咲
さ
ん

凌
平
さ
ん

風
生
さ
ん

一
希
さ
ん

い
ま
す
。

健
や

（敬
称
略
）

武
田
久
之
進

武
田
　
和
夫

矢
萩
　
菊
雄

武
田
久
之
進

武
田
　
和
夫

矢
萩
　
菊
雄

高
見
　
昭
男

後
藤
　
孝

一

武
田
　
俊
昭

須
貝
　
克
二

吉
田
喜
代
太

佐
藤
　
友
昭

後
藤
　
成
雄

布
施
　
正
俊

武
田
　
　
健

遠
藤
　
正
治

後
藤
　
俊
弥

武
田
　
　
誠

遠
藤
　
正
弘

木
村
　
康
二

武
田
三
千
男

相
田
　
俊
幸

丹
野
　
寿

一

三
浦
　
孝
之

伊
澤
　
貞

一

武
田
　
生曇

誕
生
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

山
寺
公
民
館
主
査
　
　
　
　
柴
浦
　
雅
知

主
任
　
　
　
　
鈴
木
　
典
子

上
記
振
興
会
役
員
の
献
身
的
な
努
力
は

地
区
振
興
の
鍵
と
言
え
る
。

そ
の
活
耀
の

主
な
も
の
を
挙
げ
る
。

一
、

地
区
の
要
望
２３
項
目
を
行
政
側

へ
陳
情

二
、

意
向
調
査

・
地
区
整
備
基
本
計
画
策
定

三
、

サ
ル
ス
ベ
リ
街
道

・
花
壇
創
設

四
、

地
区
振
興
を
目
指
し
、

下
水
道

，
所

部
バ
イ
パ
ス
推
進

・
花
い
っ
ぱ
い
運
動

工
、

社
会
福
祉
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進

六
、

行
幸
啓
記
念
伸
市

へ
寄
付
採
納
完
了

平
成
九
年
度

地
区
振
興
会
役
員
名

山
寺
地
区
振
興
会
会
長

〃
　
　
　
　
副
会
長

常
任
委
員
　
　
総
務
部
長

〃
　
　
開
発
促
進
部
長

〃
　
　
社
会
福
祉
部
長

〃
　
　
保
健
衛
生
部
長

〃
　
　
消
防
防
犯
部
長

〃
　
　
体
育
推
進
部
長

〃
　
　
社
会
教
育
部
長

〈
ム
　
計

監
　
事

関
係
諸
団
体

・
機
関

民
生
児
童
委
員
会
総
務

子
ど
も
育
成
会
連
合
会
長

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長

消
防
団
分
団
長

交
通
安
全
協
会
山
寺
支
部
長

山
寺
観
光
協
会
長

山
寺
小
中
学
校
長

山
寺
郵
便
局
長

山
寺
駐
在
所
巡
査
長

山
形
農
協
山
寺
支
店
長

山
寺
芭
蕉
記
念
館
事
務
局
長

出
寺
公
民
館
長

〃
　
　
事
務
長

韓ギ
確
中
！！！！！！申
Ⅳ
銘
靱

毎年発行予定 ・保存しておきましょう
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